
横浜天声キリスト教会　　週報　第 17 巻 49 号（No.669）　　2022 年 12 月 4 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　イザヤ 51:11　･･････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ １０４番　久しく待ちにし

*交読文　････････････････ ５４番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ １０５番　ひさしくまちにし

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：浪川執事　天声：小林伝道師

洗礼式　･････････････････ 鶴山 達也 兄

聖餐式　･････････････････ ２８１番　しみもとがも

メッセージ　･･････････････ ほふられた小羊キリストの保護の下で(黙示録 5:12-14)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･･････････････････ １８９番　まどいの雲消えて

幸せと成功の宣言文 ････ 会衆一同

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････ 本日洗礼を受けられた鶴山達也兄弟を祝福しましょう

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（第二テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

 こういうわけで、もし＿＿が、キリストとともによみがえらされたのなら、上にあるものを求めな

さい。そこにはキリストが、神の右に座を占めておられます。＿＿は、地上のものを思わず、

天にあるものを思いなさい。＿＿はすでに死んでおり、＿＿のいのちは、キリストとともに、神

のうちに隠されてあるからです。私たちのいのちであるキリストが現われると、そのとき＿＿も、

キリストとともに、栄光のうちに現われます。ですから、地上のからだの諸部分、すなわち、不

品行、汚れ、情欲、悪い欲、そしてむさぼりを殺してしまいなさい。このむさぼりが、そのまま

偶像礼拝なのです。このようなことのために、神の怒りが下るのです。＿＿も、以前、そのよう

なものの中に生きていたときは、そのような歩み方をしていました。しかし今は、＿＿も、すべ

てこれらのこと、すなわち、怒り、憤り、悪意、そしり、＿＿の口から出る恥ずべきことばを、捨

ててしまいなさい。互いに偽りを言ってはいけません。＿＿は、古い人をその行ないといっ

しょに脱ぎ捨てて、新しい人を着たのです。新しい人は、造り主のかたちに似せられてます

ます新しくされ、真の知識に至るのです。（コロサイ 3:1-10）

メッセージ概要

　アドベント第二週目の今日、主のご計画と導きにより鶴山兄が洗礼を受けられ、神の民として加えられた。

　本日 12 月第 1 週の聖書箇所は、昨年の暮れから啓示録 5:12-14 と決まっていたが、まさに主のタイミン

グで与えられた御言葉である。　『彼らは大声で言った。「ほふられた小羊は、力と、富と、知恵と、勢いと、

誉れと、栄光と、賛美を受けるにふさわしい方です。」また私は、天と地と、地の下と、海の上のあらゆる造

られたもの、およびその中にある生き物がこう言うのを聞いた。「御座にすわる方と、小羊とに、賛美と誉れ

と栄光と力が永遠にあるように。」また、四つの生き物はアーメンと言い、長老たちはひれ伏して拝んだ。』

　神の民として加えられた人は皆、記されている通り、いずれ永遠の天へと集められ、大声でほふられた小

羊を賛美する。なぜ大声で賛美するのか。それは彼らは、罪のゆるしと、からだのよみがえり、永遠のいの

ちが与えられ、素晴らしい天の御国で、永遠に、神の愛の保護の中で安息のうちに生きられるからだ。

　なぜ罪の赦しと、からだのよみがえり、永遠のいのちという、途方もない特権が与えられるのか。それは、

神の小羊・イエス・キリストが、私達・人類の身代わりとなって、十字架の上でほふられたからだ。

　人を束縛し、奴隷状態にしてきた悪魔サタンは、主が十字架につけられた事によって決定的に敗北した。

ほふられた小羊キリストの十字架の傘下にまだいない人々は、相変わらずその束縛の呪いの下であえい

でいるが、イエス様を救い主として信じ、十字架のみもとに来た人々は、もはやその束縛から解放され、勝

利者とされている。そればかりでなく、王とされ、祭司とされ、地上を治める者とされている。(9-10節)
　出エジプト記において、エジプトの奴隷状態から解放される鍵となったのも、ほふられた小羊の血だった。

その血が塗られた戸口の内側にいた人達は皆、死の使いは過ぎ越して行ったが、外側にいた人達は、そ

の呪いの影響下にあった。新約の私達キリスト者は、ほふられた小羊キリストを覚え、感謝しつつ生きるべ

きであり、聖餐式で分餐されるパンと盃をいただく度に、主の流された血と、裂かれた体を覚えるのである。

　キリストの死にあずかるバプテスマを受けた私達が得ている重要なアイデンティティが、コロサイ 3章に記

されている。すなわち私達はキリストにあって、罪と世に対しては、既にキリストと共に死んでおり、またキリ

ストと共によみがえらされており、私達のいのちは、キリストとともに神の内に隠されている(1-4節)。キリスト

にあって「新しい人」を着せられた私達は、造り主のかたちに似せられ、ますます新しくされ、真の知識へと

至っていく。さらに私達は、キリストにあって、神に選ばれた者、聖なる、愛されている者であり、古い人をそ

の行ないと一緒に脱ぎ捨て、地上のものを思わず、天にあるものを求めつつ、生きる者達である(5-10節)。
　それ故、勧められている。キリストのことばを豊かに住まわせ、知恵を尽くして互いに教え、互いに戒め、

詩と賛美と霊の歌とにより、感謝にあふれて心から神に向かって歌いなさい、と。ことばによると行ないによ

るとを問わず、すべて主イエスの名によって為しなさい、と。何をするにも、人に対してではなく、主に対し

てするように、心からしなさい、と(16-23節)。　コンクリートは、良い形であれ悪い形であれ、型作りしたとお

りに固まって行くが、同様に私達は、口や心に巡らせる言葉や、手足の行動いかんによって、人となりがそ

の方面へと固まって行く。私達はいつも御言葉に基づいた行動をし、キリストに似た者とされて行くべきだ。

　この地上では日々、主を慕い求め、主が来られる事を待ち望みつつ生きるなら、主と出会う事ができる。

2千年前、イエス様が地上に赤ちゃんとして来られた時、イエス様と出会う事が出来た人は、そのように、

主を待ち望む心を持った人達であった。　東方の博士たちは、メシヤの来られる時期と場所を、御言葉を

入念に調べて割り出し、そのしるしが現れた時には、遠い距離から高価な捧げ物を携えて礼拝しに来た。

その誠実さのゆえに、主は星さえ動かして、彼らを赤ちゃんであったイエス様へと出会わせてくださった。

　シメオンはいつも、神の民が慰められ救われる事を切に待ち望んでいたし、アンナも、ただ主にだけ望み

を置いて宮を離れず、夜も昼も断食と祈りとをもって神に仕えていたゆえに、イエス様と出会えた。

　初代教会は、「アーメン。主イエスよ、来てください。」(黙示録 22:20)　と、互いに挨拶を交わしていた。

私達も、「アーメン。主イエスよ、来てください。」と主を呼び求め、互いに挨拶を交わし合うべきである。

　私たちはやがて、天において、全て贖われた聖徒達と一緒に、ほふられた小羊を賛美する事になる。

この地上においては、主が来られる事を仰ぎ望みつつ、日々ふさわしく歩んで行く私達でありますように！



お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝                    礼拝 11:30
English Service　　　          　　         15:00

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:00～
水曜礼拝

　1 部                                           　13:00～
　2 部                                           　19:00～
金曜祈祷会                                   19:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 17 巻 49 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022 年 12 月 4 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠yahoo.co.jp

聖書メッセージをメールで

お届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://voice.of.christ.yokohama/
http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

